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研究実績 

の概要 

【研究目的】本研究では、前年度の研究対象

地である福山市鞆町の大きな空き家＝旧中

村薬局建物の活用を起点として形成された

ガス事業者、デザイナー（移動者）らによる

空き家再生活動を対象とし、空き家とその建

物が面する旧商店街通りの漸進的な利活用

による生活景の生成プロセスを、活動推移の

動的な把握と可視化から分析を行い、「場」

の形成とコミュニティ再編による生活景の

生成システムの要件について検討を行った。 

【研究方法】旧商店街通りの利活用を促すた

め、鞆町で昭和時代まで涼み台として道端に置 

いて使われていたが現在は物置などに仕舞わ

れているという約 900×1800mm の縁台（呼称

「えんだら」）を地域住民への聞き取り調査か

ら掘りおこし、空き家再生活動拠点・旧中村薬

局を運営者らで「えんだら」を使い、旧商店街

通りの賑わい創出に資する社会実験イベント

を企画。そしてこれの実施に至るプロセスを、

アクションリサーチによる詳細な把握により

明らかにした。 

【研究結果】「えんだら」の再価値化により昭

和時代の風景の見直しを試み、旧商店街通りに

賑わいを創出した（右写真）。また、この賑わ

い創出プロセスの詳細な把握から、旧商店街通

りの利活用に寄与する主体（設置主体）と沿道

の商店、個人住宅、空き地等の設置スペースの

供与主体との関係を把握した（下部図表）。こ

こから旧中村薬局を起点に形成された開かれ 

※ 次ページに続く 

「えんだら」（左写真）による賑わい創出の社会実験を企画 

 

写真 社会実験前の旧商店街（2023.5.9筆者撮影） 

写真. 社会実験中の旧商店街（24.2.17原田祐一郎撮影） 



 

研究実績 

の概要 

たコミュニティが、町界が規定する伝統的な地縁コミュニティの規範を融解し次世代の新

たな「景」の創造に寄与する可能性を見出した。 
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表 設置スペースの供与者と利用者との対応関係表 図 社会実験における設置物の配置図 


